令和８年度石巻市地域づくり基金事業助成金事業計画書
１ 団体について
(1) 概要
	１
	ﾌﾘｶﾞﾅ
	〇〇チクツナガリコウリュウノカイ

	２
	名称
	〇〇地区つながり交流の会

	３
	団体分類
	　□　自治会　　　☑　自治会以外

	４
	会員の種類と会員数
	役　員　　５名　　一般会員　１８名　　その他　　０名
合　計　２３名　　　　　　※会員名簿を添付すること

	５
	設立目的・経緯
	本団体は、地域内における世代間交流の機会減少や住民同士の関係性の希薄化を課題として捉え、子どもから高齢者までが気軽に参加できる交流の場を創出することを目的に、令和７年に有志により設立した任意団体である。

	６
	事務所 住所
	〒986-0000
石巻市〇〇町〇丁目〇番〇号

	７
	代表者職・氏名
	（職名）代表　
（氏名）〇〇 〇〇

	８
	電話番号
	090-XXXX-XXXX

	９
	担当者
	職・氏名
	（職名）事務局　
（氏名）〇〇 〇〇

	
	
	住所
	〒986-0000
石巻市〇〇１丁目〇番地

	
	
	電話番号
	090-0000-0000

	
	
	ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ
	iscviact@city.ishinomaki.lg.jp

	１０
	市への団体登録※
	あり（登録番号：第　　　　号）　・　　なし


　※石巻市市民公益活動団体との協働に関する条例第10条に定める登録

(2) 助成条件について（※条件に該当する場合は □ を塗りつぶすこと）
	■
	① 市内に活動の拠点を有していること

	■
	② 構成員が2人以上であること

	■
	③ 運営や組織に関する規約または会則を定めていること

	■
	④ 政治、宗教または営利を目的としていないこと

	■
	[bookmark: _GoBack]⑤ 法令に基づく重大な義務違反（市税等の公的負担金の著しい滞納を含む。）がないこと


※すべて該当する必要があります。
※上記について、虚偽の申告があった場合は、採択後であっても交付決定の取消し又は助成金の返還を求めることがあります。
※規約等及び構成員の名簿を提出してください。

２ 申請事業について
(1) 概要
	１
	団体名
	〇〇地区つながり交流の会

	２
	事業名
	多世代つながり交流モデル事業

	３
	事業概要
（100字程度）
	子どもから高齢者まで幅広い世代が参加できる交流イベントを年間４回開催し、世代間のつながりを再構築するとともに、継続可能な地域交流の仕組みづくりを行う。


	４
	目的及び期待できる効果
（100字程度）
	（申請分類・助成金の趣旨に応じた目的・効果について詳細に記入）
少子高齢化の進行により、地域内で世代間の接点が減少している。
本事業では、多世代が交流できる機会を創出することで顔の見える関係づくりを促進し、孤立防止や地域の支え合い意識の向上につなげる。
また、事業終了後も継続できる運営体制の検討を行う。


	
	（新設項目）
※過去に本助成金の採択実績がある団体のみ記載
	(1) これまでの本助成金による事業の成果を踏まえ、本年度において新たに取り組む内容又は発展させる点についてご記入ください。
（例：対象者の拡大、実施方法の見直し、内容の充実、新たな連携先の開拓など）

前年度は交流イベントを４回実施し、延べ143名の参加があった。参加者からは「世代を超えて交流できる機会が貴重」との声が多く寄せられた一方、参加者が固定化する傾向も見られた。
本年度は、新たに中学生世代への参加呼びかけを強化するとともに、参加者が主体的に関われる役割分担制を取り入れる。また、これまで屋内中心であった活動に加え、屋外での体験型プログラムを実施し、内容の充実を図る。


(2) 本事業を地域に定着させていくために、今後想定している運営体制、担い手の確保、財源のあり方等についてご記入ください。
（例：参加費の設定、後継者育成、他団体との連携など）

本事業を継続的な取組とするため、参加者の中から運営補助スタッフを募り、本年度中に５名程度のサポーター体制を整える予定である。
また、将来的には一部プログラムにおいて材料費相当分の参加費を試行的に設定することを検討している。あわせて、地区内事業者との連携により物品提供や会場協力を得られる体制づくりを進めることで、安定した運営につなげていきたいと考えている。





	５
	内容
	【実施内容】（事業の必要性・公益性・アピールしたい点など）

年間４回の交流イベントを開催する。
① 昔遊び体験交流会
② 地域食材を活用した料理交流会
③ 地区まち歩き・歴史体験会
④ 成果共有会および次年度継続検討会
最終回では参加者アンケートを実施し、今後の継続方法や運営体制につい協議する。

【対象者】
地区住民（未就学児から高齢者まで）
各回30～40名参加予定

【事業実施日】

	年
	月
	日
	内容
	場所
	参加予定人数

	８
	４
	６
	昔遊び体験交流会
	集会所
	３０名

	８
	８
	８
	地域食材を活用した料理交流会
	集会所
	４０名

	８
	10
	10
	地区まち歩き・歴史体験会
	集会所
	３０名

	９
	２
	２
	成果共有会および次年度継続検討会
	集会所
	３０名


【市民への周知方法】
・地区回覧板
・掲示板掲示
・口コミによる周知
・学校・関係団体への案内



	６
	申請分類

該当する事業の
□欄にチェック
（最もあてはまる
ものを１つ）
	□(1)住民自治機能の充実や、住民自治の中心的役割を担う人材の育成を図る事業
□(2)震災の記憶の継承や、被災者の追悼など、震災伝承を図る事業
□(3)防災や防犯の意識を高めることにより、安心・安全なまちづくりを図る事業
□(4)地域環境の美化や、緑化推進により、生活環境の向上を図る事業
□(5)子育て、介護及び医療に対する支援の推進など、福祉や健康の向上を図る事業
□(6)地域資源の活用により、産業経済の活性化を図る事業
□(7)スポーツや生涯学習の推進により、いきいきとした市民生活の実現を図る事業
□(8)こどもの学習・体験・交流の活動等を通じて、青少年の健全な育成を図る事業
□(9)地域の伝統文化の発掘や継承、普及及び芸術振興を図る事業
☑(10)そのほか、地域活性化及び地域課題の解決を図る事業

	７
	減額等の場合の実施
	助成希望金額が、査定により減額または対象外となった場合、事業の実施について
☑ 実施する
□ 取りやめる
【理由　　　　　　            　　　　　          　　　　　　】

	８
	概算払
（事業実施前に交付決定額の一部の交付を受けること）
	☑ 希望する　（事業の支出予定：　６月頃）
□ 希望しない



(2) 助成条件について（※条件に該当する場合は □ を塗りつぶすこと）
	■
	① 事業が国、県、市等の他の助成金の交付を受けていないこと

	■
	② 事業の効果が特定の個人または団体のみに帰属しないこと

	■
	③ 専ら利益を目的とせず、公益性を欠かないこと

	■
	④ 政治活動又は宗教活動を行うことを目的としていないこと

	■
	⑤ 地区住民の親睦会的事業でないこと


※すべて該当する必要があります。
